






 

研究目的 

すでに著者らは原因不明の自然流産について免疫学的観点から種々検討を加え,

とくに胎児死亡後の流産物排出機転に免疫機序が強く関与していることを示唆

する成績を得てきた。今回は実験的に姙娠ラットを用い,その胎仔除去

(fetectomy)による流産の有無を検討するとともに,fetectomy 後の胎盤の発育,

変性ならびに胎盤に対する母体の細胞性免疫の発現の有無を形態学的見地から

観察した。 


